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一般社団法人不動産テック協会

不動産テックにおける
アドレス・ベースレジストリの必要性
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不動産テック協会とは

不動産とテクノロジーの融合を促進し、不動産に係る事業並びに不動産業の健全な発展を図り、

国民経済と国民生活の向上並びに公共の福祉の増進に寄与することを目的とし、その目的に

資するため、次の事業を行う。

• 不動産テック（不動産×IT）業務に関する調査研究及び情報発信

• 不動産テック（不動産×IT）業務の標準化及びルールの確立

• 不動産テック（不動産×IT）従事者等の育成・指導

• ビジネス機会創出のための各種活動

• 国内外の関連諸団体等との情報交換や連携・協力のための活動とイベント開催

• 国及び地方公共団体等に対する協力並びに建議及び要望

• 前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業
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一般社団法人不動産テック協会

不動産のIDに取り組むこ
とになった経緯
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不動産のIDに取り組むことになった経緯

・不動産テックを推進するためには、データの連携が必要。

・マイナンバーと同じように、不動産にもIDがないと連携ができない。
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・しかし、民間の1企業のIDを広めようとすると、反発を買う。

・一般社団法人として公的なIDを作ると共に、透明性の高い、誰もが安心して

利用できるIDが必要。



不動産のIDに取り組むことになった経緯
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2020年6月4日の投稿



不動産のIDに取り組むことになった経緯
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一般社団法人不動産テック協会

不動産テックにおける課題



不動産テックにおける課題

物件ID 20501
パークコート神宮前II 502

渋谷区神宮前4-2-13

不動産テック企業A

物件ID 1536
パークコート神宮前2 502

渋谷区神宮前4丁目2番13号

物件ID B5874
パークコート神宮-2

渋谷区神宮前4の2の13 502

物件ID 3328
parkcourt神宮前II 502
渋谷区神宮前四丁目

不動産テック企業B

不動産テック企業C

不動産テック企業D



住所物件名による
名寄せ処理

住所物件名による
名寄せ処理

クライアントの不動産会社

賃貸管理ソフト会社 保証会社データ提供会社

住所物件名による
名寄せ処理

それぞれ
2～3ヶ月
の工数要

不動産テックにおける課題

不動産情報の連携のためには、特定の不動産会社がもつIDを用いるしかなかった。



不動産テックにおける課題

不動産オープンIDは、不動産会社や不動産テック企業が保有する、「不動産情
報」に、共通のIDを付与する取り組みです。

物件ID 20501
パークコート神宮前II 502

渋谷区神宮前4-2-13

物件ID 1536
パークコート神宮前2 502

渋谷区神宮前四丁目

物件ID B5874
パークコート神宮II 502

渋谷区神宮4丁目2番

物件ID 3328
parkcourt神宮前II 502
渋谷-神宮前-4-2-13

不動産オープンID
API

5628

5628

5628

5628

不動産テック企業A

不動産テック企業B

不動産テック企業C

不動産テック企業D



不動産IDの取り組み

仲介会社

管理会社

デベロッパー

テック会社

建築情報 販売情報

管理情報分析情報

不動産オープンID

運送会社

銀行行政

不動産オープンIDによって、各社の持つ情報をスムーズに連携させることが
できます。



一般社団法人不動産テック協会

不動産テック協会が作っている
不動産オープンIDについて

３つの「Open」を大事にします。

①オープンに意見を求めます。

②作られていく過程をオープンにします。

③限りなくオープンソースを目指します。
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不動産テック協会の不動産オープンIDプロジェクトについて

大まかな仕組みは、「住所＋建物名」を入れると、「一意なID」を返すプロ
グラム（API）。
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不動産テック協会の不動産オープンIDプロジェクトについて

「住所」→「緯度・経度」→地図タイル化→「不動産オープンID」
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不動産テック協会の不動産オープンIDプロジェクトについて

APIとして提供することで、既存システムとの連携が容易に。
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一般社団法人不動産テック協会

実例・連係例
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物流企業 × スマートロック（ライナフ）

ポイント
・配送先住所 × スマートロック設置済み建物の住所 を突合。
・デジタルキーの受け渡しにより、オートロックを解錠して置き配を実施。

API連携の流れ

配達先住所をAPIで送信

不動産オープンID API

不動産オープンID
を返答

不動産オープンIDで
鍵をリクエスト

デジタルキーを発行。

宅配会社システム 宅配会社システム

配達用端末で解錠 エントランス解錠 置き配

鍵システム
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内覧予約 × 物件確認 × 電子申込

API連携の流れ

ポイント
・内覧予約システムと物件確認システムと電子申込システムの結合。

A社電子申込
サービス

物件に電子申込が入る

不動産オープンID基盤

不動産オープンIDで
連携

電話自動応答で募
集終了アナウンス

B社内覧予約
サービス

C社電話自動応答
サービス

内覧予約を不可に
自動変更



損害保険会社

API連携の流れ

ポイント
・契約者情報の住所を建物データとして整備
・地域別、建物別、の事故情報を整理。
（俗にいう、建物名寄せ）

建物データ

契約者住所をAPI
で送信

不動産オープンID API

契約者住所に不動産オ
ープンIDを付与

・契約者名
・住所
・契約内容

契約者データ

・建物名
・建物住所
・事故情報



一般社団法人不動産テック協会

不動産オープンIDの課題
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不動産オープンIDの課題

• 課題１：その住所が本当に存在するかわからない。

• 課題２：同じ住所に複数建物がある場合に判別できない。
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一般社団法人不動産テック協会

日本の住所の現状
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課題１：その住所は本当に存在するのか？
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都道府県

市区町村

町字

住居表示

地番

東京都

世田谷区

出路樽Z丁目

Xー２

建物

フロア（部屋）

国が把握している

市区町村が
把握している

※建築確認通知書、等



課題１：その住所は本当に存在するのか？
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都道府県

市区町村

町字

住居表示

東京都

世田谷区

出路樽Z丁目

Xー２

国が把握している

市区町村が
把握しているXー３

Xー４
・
・
・

Xー９９？ 存在するかは、市区町村のみが把握

※管理方法は、市区町村によってバラバラ
・独自データベース
・エクセル
・住宅地図の余白にペンで記入



一般社団法人不動産テック協会

同一住所複数建物の問題
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同一住所複数建物の問題

(c)Real Estate Tech Association for Japan. All rights reserved. 27

建物を特定できる、国土交通省「不動産ID」に期待！！

住居番号「３０」号、「１７号」の建物が複数棟存在。最近建替えた1棟は「１７－１」「１７－２３」とい
う番号が付された。



国土交通省「不動産ID」の課題

住所→地番への変換が必要。

→ 住所と地番を結び付けるのは容易か？



一般社団法人不動産テック協会

アドレス・ベースレジストリに
期待すること
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アドレス・ベースレジストリに期待すること

①国内に存在する「住居表示住所」をリアルタイムに把握してほしい。

→「住所における番号制度」のベースとして必須となる。

②（可能なら）住所⇔地番の紐づけをしてほしい。

→建物を特定できる「不動産ID」のために必須となる。

③（可能なら）緯度・経度情報も提供してほしい。

→民間テック企業における開発が加速する。

※現状、民間ジオコーダーによる緯度経度の提供には、厳しい制約がかけられている。

（原則、一定期間（30日等）以上の保管不可。他社提供不可。）
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